
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モータにて回転され、曝気槽内の汚水を吸い上げるようにした撹拌羽根の上方に、撹拌
羽根により吸い上げた汚水を放射状に拡散させる拡散用ガイドを、上下複数段に亘って配
設した

ことを特徴
とする曝気装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、曝気装置に関し、特に、モータにて回転される撹拌羽根により吸い上げた汚
水を放射状に拡散させるようにした曝気装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　下水処理場等において用いられる曝気装置として、モータにて回転される撹拌羽根によ
り吸い上げた汚水を放射状に拡散させるようにした曝気装置が用いられている。
　この曝気装置は、円形、矩形等の曝気槽内の水面位置に、曝気装置を設置し、モータに
よって撹拌羽根を回転することによって、汚水の撹拌と吸い上げを行い、撹拌羽根により
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曝気装置において、上下複数段に亘って配設した拡散用ガイドによって放射状に拡
散された汚水が曝気槽内の水面に落下する位置を、拡散用ガイド毎に異なるようにし、か
つ、上段に配設した拡散用ガイドによって放射状に拡散された汚水が、下段に配設した拡
散用ガイドによって放射状に拡散された汚水に、空気中で衝突するようにした



吸い上げた水を放射状に拡散させるとともに、拡散された水が曝気槽内の水面に落下させ
ることによって、汚水を空気に強制的に接触させ、曝気を行うようにしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところて、近年、省スペース化を図るために、曝気槽の平面積を小さくし、かつ水深を
大きくした曝気槽が採用されるようになってきている。
　このように、平面積が小さく、かつ水深が大きな曝気槽の場合、曝気槽の容量に適した
駆動力で以て曝気装置の撹拌羽根を回転させて、汚水の撹拌と吸い上げを行い、撹拌羽根
により吸い上げた水を放射状に拡散させると、汚水が水平方向に長い距離を飛び、曝気槽
の内壁に衝突した後、落下することとなるため、汚水の落下による空気の送り込み量は、
エネルギ消費量に対して小さく、効率が悪く、また、汚水が曝気槽の内壁に衝突する際、
汚泥が内壁に付着したり、大きな騒音を発生するという問題があった。
　一方、汚水が曝気槽の内壁に衝突しないように、汚水の拡散角度を鉛直方向に近い方向
に向けるようにすると、汚水が曝気槽の覆蓋に衝突して、汚泥が覆蓋に付着したり、大き
な騒音を発生するという問題があった。
　また、曝気槽の容量に対して相対的に駆動力を低下させて曝気装置の撹拌羽根を回転さ
せると、汚泥が曝気槽の内壁や覆蓋に付着したり、大きな騒音を発生するという問題点を
解消することができる一方で、汚水の落下による空気の送り込み量が低下するとともに、
汚水が撹拌されることによる上下対流が不十分となり、曝気槽内の汚水が均一に撹拌され
にくいという問題があった。
【０００４】
　本発明は、上記従来のモータにて回転される撹拌羽根により吸い上げた汚水を放射状に
拡散させるようにした曝気装置の有する問題点に鑑み、曝気槽の容量に適した駆動力で以
て曝気装置の撹拌羽根を回転させることにより、汚水の落下による十分な空気の送り込み
量及び曝気槽内の汚水の均一な撹拌を確保しながら、汚水が曝気槽の内壁や覆蓋に衝突し
ないようにした曝気装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明の曝気装置は、モータにて回転され、曝気槽内の汚水
を吸い上げるようにした撹拌羽根の上方に、撹拌羽根により吸い上げた汚水を放射状に拡
散させる拡散用ガイドを、上下複数段に亘って配設した

ことを特徴とする。
【０００６】
　この曝気装置は、撹拌羽根により吸い上げた汚水を放射状に拡散させる拡散用ガイドを
、上下複数段に亘って配設するようにしているため、撹拌羽根により吸い上げた汚水を、
上下複数段に亘って配設した拡散用ガイドに分散して供給し、供給した汚水を、各拡散用
ガイドから、各拡散用ガイドを配設した位置に適した拡散角度で以て、放射状に拡散させ
ることにより、曝気槽の容量に適した駆動力で以て曝気装置の撹拌羽根を回転するように
しても、汚水が曝気槽の内壁や覆蓋に衝突することがなく、汚水の落下による十分な空気
の送り込み量及び曝気槽内の汚水の均一な撹拌を確保することができる。
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曝気装置において、上下複数段に
亘って配設した拡散用ガイドによって放射状に拡散された汚水が曝気槽内の水面に落下す
る位置を、拡散用ガイド毎に異なるようにし、かつ、上段に配設した拡散用ガイドによっ
て放射状に拡散された汚水が、下段に配設した拡散用ガイドによって放射状に拡散された
汚水に、空気中で衝突するようにした

そして、上下複数段に亘って配設した拡散用ガイドによって放射状に拡散された汚水が
曝気槽内の水面に落下する位置を、拡散用ガイド毎に異なるように構成することにより、
汚水が曝気槽内の水面に落下する位置を分散して、汚水の落下による空気の送り込み量を
増大させることができ、さらに、上段に配設した拡散用ガイドによって放射状に拡散され
た汚水が、下段に配設した拡散用ガイドによって放射状に拡散された汚水に、空気中で衝
突するように構成することにより、汚水が曝気槽内の水面に落下する位置をさらに分散し
て、汚水の飛散中の空気接触と落下による空気の送り込み量を一層増大させることができ



【０００７】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の曝気装置の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【０００８】
　図１～図２に、本発明の曝気装置の第１実施例を示す。
　この曝気装置１は、省スペース化を図るために、平面積を小さくし、かつ水深を大きく
した、平面形状を円形、矩形等に形成した曝気槽Ａ内の水面位置に設置して使用されるも
ので、本実施例においては、曝気装置１は、水面位置が変化しても常に水面位置に設置さ
れるように、フロート９上に設けて、水面に浮遊させるようにして設置するようにする。
　そして、フロート９は、曝気槽Ａの平面上の定位置に曝気装置１が設置されるように、
必要に応じて、適宜の固定側に係留することができる。
【０００９】
　曝気装置１は、フロート９上に配設した架台５にモータ４を支持するとともに、このモ
ータ４にて回転駆動される回転軸２を、フロート９を貫通するようにして鉛直に、かつ、
所要の水深位置に達するように設け、この回転軸２の下端部に撹拌羽根３を取り付け、さ
らに、この回転軸２の上部の外周に撹拌羽根３により吸い上げた汚水を放射状に拡散させ
る拡散用ガイド６，７を、上下複数段、本実施例においては、２段に亘って配設して構成
するようにする。
【００１０】
　この場合において、上下２段に亘って配設した拡散用ガイド６，７は、拡散用ガイド６
，７によって放射状に拡散された汚水が、曝気槽Ａ内の水面に落下する位置ａ，ｂが拡散
用ガイド６，７毎に異なるように、本実施例においては、上段に配設した拡散用ガイド６
は、回転軸２に固定して回転軸２と共に回転するようにするとともに、汚水の拡散角度が
鉛直に近い方向に向くようにして比較的近距離位置ａの水面上に落下するようにし、一方
、下段に配設した拡散用ガイド７は、架台５に固定するとともに、汚水の拡散角度が水平
方向に近い方向に向くようにして比較的遠距離位置ｂの水面上に落下するようにする。
　これにより、上段に配設した拡散用ガイド６によって放射状に拡散された汚水が、下段
に配設した拡散用ガイド７によって放射状に拡散された汚水に、空気中ｃで衝突するよう
にしている。
　これにより、汚水が曝気槽Ａ内の水面に落下する位置を分散して、汚水の落下による空
気の送り込み量を一層増大させることができるようにしている。
【００１１】
　なお、特に限定させるものではないが、上段に配設した拡散用ガイド６は、下端が細く
なる円錐形又は曲円錐形に形成し、これにより、撹拌羽根３の回転により吸い上げられた
曝気槽Ａ内の汚水を、放射状に均一に拡散させることができるようにする。
　一方、下段に配設した拡散用ガイド７は、拡散用ガイド６より大径で、下端が細くなる
円錐形又は曲円錐形に形成するとともに、中心部に汚水を拡散用ガイド６に分散して供給
するための孔７ａを形成し、これにより、撹拌羽根３の回転により吸い上げられた曝気槽
Ａ内の汚水を、放射状に均一に拡散させることができるようにする。
【００１２】
　また、本実施例においては、上段に配設する拡散用ガイド６を回転軸２に固定して回転
軸２と共に回転するようにし、一方、下段に配設する拡散用ガイド７を架台５に固定する
ようにしたが、これに限定されず、例えば、図３に示す本発明の曝気装置の第２実施例の
ように、上段に配設する拡散用ガイド６及び下段に配設する拡散用ガイド７の両方を回転
軸２に固定して回転軸２と共に回転するようにしたり（なお、この場合も、下段に配設し
た拡散用ガイド７には、中心部に汚水を拡散用ガイド６に分散して供給するための孔７ａ
を形成するようにする。）、図示は省略するが、上段に配設する拡散用ガイド６及び下段
に配設する拡散用ガイド７の両方を架台５に固定するように構成することができる。
【００１３】
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る。



　さらに、回転軸２の上部の外周に撹拌羽根３により吸い上げた汚水を放射状に拡散させ
る拡散用ガイドの段数は、本実施例においては、２段としたが、３段以上の任意の段数と
することができる。
【００１４】
　また、フロート９のほぼ中心部に穿設した孔９ａは、下端部に撹拌羽根３を取り付けた
回転軸２が貫通するとともに、撹拌羽根３により吸い上げられた曝気槽Ａ内の汚水が、上
昇流となり撹拌されつつ拡散用ガイド６，７に向けて円滑に吸い上げられるように、その
孔径を定めるようにし、フロート９の下面には、孔９ａに連通するようにして、下方が拡
開した円錐形の整流ガイド８を取り付けるようにする。
【００１５】
　次に、この曝気装置の作用について説明する。
　モータ４を駆動すると、回転軸２を介して、回転軸２に固定された撹拌羽根３が回転し
、曝気槽Ａ内の汚水に、上下対流が発生するとともに、撹拌羽根３により吸い上げられた
曝気槽Ａ内の汚水が、上昇流となり撹拌されつつ、フロート９のほぼ中心部に穿設した孔
９ａを介して拡散用ガイド６，７に向けて吸い上げられる。
　そして、吸い上げられられた汚水は、上下複数段に亘って配設した拡散用ガイド６，７
に分散して供給され、各拡散用ガイド６，７に供給された汚水は、上段に配設した拡散用
ガイド６により、拡散角度が鉛直に近い方向に、一方、下段に配設した拡散用ガイド７に
より、拡散角度が水平方向に近い方向に、それぞれ放射状に拡散され、これにより、上段
に配設した拡散用ガイド６によって放射状に拡散された汚水が、下段に配設した拡散用ガ
イド７によって放射状に拡散された汚水に、空気中ｃで衝突し、汚水を空気に積極的に接
触させて、汚水の落下により、曝気槽Ａ内の汚水に空気を送り込み、曝気を行うようにす
る。
【００１６】
【発明の効果】
　本発明の曝気装置によれば、撹拌羽根により吸い上げた汚水を放射状に拡散させる拡散
用ガイドを、上下複数段に亘って配設するようにしているため、撹拌羽根により吸い上げ
た汚水を、上下複数段に亘って配設した拡散用ガイドに分散して供給し、供給した汚水を
、各拡散用ガイドから、各拡散用ガイドを配設した位置に適した拡散角度で以て、放射状
に拡散させることにより、曝気槽の容量に適した駆動力で以て曝気装置の撹拌羽根を回転
するようにしても、汚水が曝気槽の内壁や覆蓋に衝突することがなく、汚水の落下による
十分な空気の送り込み量及び曝気槽内の汚水の均一な撹拌を確保することができ、省スペ
ース化を図るために、平面積を小さくし、かつ水深を大きくした曝気槽においても、汚水
が曝気槽の内壁や覆蓋に衝突して、汚泥が内壁や覆蓋に付着したり、大きな騒音を発生す
ることなく、効率的に曝気処理を行うことができる。
　

【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の曝気装置の第１実施例を示す正面断面図である。
【図２】　同外観斜視図である。
【図３】　本発明の曝気装置の第２実施例を示す外観斜視図である。
【符号の説明】
　Ａ　曝気槽
　１　曝気装置
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そして、上下複数段に亘って配設した拡散用ガイドによって放射状に拡散された汚水が
曝気槽内の水面に落下する位置を、拡散用ガイド毎に異なるように構成することにより、
汚水が曝気槽内の水面に落下する位置を分散して、汚水の落下による空気の送り込み量を
増大させることができ、さらに、上段に配設した拡散用ガイドによって放射状に拡散され
た汚水が、下段に配設した拡散用ガイドによって放射状に拡散された汚水に、空気中で衝
突するように構成することにより、汚水が曝気槽内の水面に落下する位置をさらに分散し
て、汚水の飛散中の空気接触と落下による空気の送り込み量を一層増大させることができ
る。



　２　回転軸
　３　撹拌羽根
　４　モータ
　５　架台
　６　拡散用ガイド
　７　拡散用ガイド
　８　整流ガイド
　９　フロート

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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